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会議録

１． 開会

２． 話題

（市長）

皆さん、こんにちは。今日はお忙しい中、令和７年度の第1回目の定例会見ということ

であります。お越しいただきましてありがとうございます。

私も市長就任後、間もなく、任期の折り返し、2年目が過ぎようとしています。事前に

いただいたご質問の中に任期の 1期目の折り返しの振り返りという話もありましたので、

冒頭、まずそのことについて申し上げたいと思いますが、これまでの 2年間、自衛隊や基

地、空港、次世代半導体製造工場立地等に係る中央省庁等への要望活動、地元立地企業の

皆様、商業、農業、また観光等に関わる皆様との意見交換、そして地域や市民団体等との

課題の共有、市内の各種行事・イベントでの市民との交流などを積極的に行ってきたとこ

ろであります。

これまで少し振り返りますと、まずは就任時に最初で最大のミッションということでお

伝えをしていた次世代半導体製造工場の立地・創業に向けた取り組みです。今月の1日か

ら予定通りパイロットラインの立ち上げを開始したと伺っています。

これまでの間、市といたしましても、国や北海道をはじめ関係機関と密接に連携をし

て、道路、上下水道などのインフラ整備を着実に進めてきたところであります。4,000 人

を超える建設作業員の円滑な受け入れ、また交通渋滞回避への対応、市内立地企業の取引

機会の拡大などを進めたほか、市民理解の促進が重要であることから、情報を一元化した

WEBサイトの立ち上げ、次世代半導体に係る説明会やセミナーなども複数回開催し、国

家プロジェクトに対する市民理解の促進に努めてきたところであります。

財源の確保につきましては、国への要望活動を継続的に行い、半導体製造拠点整備に対

する国の補助制度として、いわゆるインフラ整備交付金の創設につなげるなど、精力的に

取り組んできたところです。私は、市民の安全安心と地域経済の活性化、この2つをテー

マにして公約の軸に据えてきました。市民に安心感、安定感、将来への希望を感じていた

だけるまちづくりに取り組んできたところです。

公約のこれまでの取り組みですが、全てを申し上げることができませんが、主なもの何

点か触れさせていただきたいと思います。まず市民の安全安心に向けた取り組みでは、ち

ょっとタイトルが長いので略して言いますが、コミュニケーション条例、これは 3月議決

をいただきました。
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また、保育施設、また教育現場へのエアコンの設置、または設置の補助ということであ

ります。それと、こども医療費助成の更なる拡大、そうした取り組みを行ってまいりまし

た。

続きまして、地域経済の活性化に向けた取り組みでは、自動運転及びAIオンデマンド

交通の導入を目指した実証運行を行っています。その他に仮称でありますけれども、大和

地区のコミュニティセンターの整備に向けた取り組み、さらには空港開港100年に向けた

取り組みなどを行ってまいりました。

公約は数としましては102 項目ありますが、そのうち75項目、大体75%程度であり

ますが、この項目が実施済みまたは実施中であります。今年度中に実施を予定する取り組

みを含め、公約の実現に取り組んでいるところであります。現場に行って市民や事業者が

抱える課題を直接伺うことは、市政運営の基本姿勢でありますが、そのような活動をしな

がら、市民の身近な課題と次世代半導体製造工場の立地・創業に向けた課題、またその他

の種々事業活動、経済の活性化とのバランスをとりながら、これまでも事業運営に取り組

んできたところです。非常に密度の濃い 2年間であったかなと思っています。今後も引き

続き現場重視の姿勢を変えることなく、市民や事業者等との対話を重ねながら、公約に掲

げた政策を具現化し、直面するまちの課題解決に積極的に取り組んでまいります。

冒頭、長くなりましたが、以下、本日4項目について、事前にお話をしています項目に

ついてお話をしたいと思います。

（1） 次世代半導体関連事業について

まず 1 つ目でありますが、次世代半導体関連事業について 3 点ほどご説明させていただ

きます。

1点目は、ラピダス社のパイロットラインの立ち上げ開始についてであります。ラピダ

ス社の半導体製造工場 IIM―１につきましては、先月末までにパイロットラインに係る建

設設備工事及び半導体製造装置の搬入設置が完了し、今月の 1日から予定どおりパイロッ

トラインの立ち上げを開始したと伺っています。令和5年 2月 28日に立地を表明されて

から約 2年という短い期間の中で、何もない原野から世界最先端の半導体工場として歴史

的一歩を踏み出されたことについて、この日を待ち望んだ千歳市民を代表して、心からま

ずはお喜びを申し上げたいと思います。

振り返りますと、市民向け説明会の開催、工事関係者の受け入れ環境の整備、上下水道

や道路整備等に関する9度にわたる補正予算の計上、短期間での公共工事など、これまで

経験したことのない国家プロジェクトの大きさとスピード感ということでありましたが、
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市民や市議会の理解をいただき、全力で様々な取り組みを実行してきたところです。ラピ

ダス社はもとより、建設工事や装置搬入などを担当された関係各位の多大なるご尽力に対

しまして、心から敬意を表するところであります。世界でまだどの企業も量産化できてい

ない2ナノノードのロジック半導体の製造という、まさに世界最先端のモノづくりがこの

千歳市で始まったこと、そして日の丸半導体の復活の1ページに千歳市が刻まれたことに

ついて、大変嬉しく光栄に感じているところです。最先端半導体の製造拠点化に向けた

様々な事業を着実に進めることで、本市のさらなる発展につなげられるよう、引き続き全

力で取り組んでまいります。

2点目でありますが、今年度における工事作業員数の見込みということです。ラピダス

社の半導体製造工場 IIM-1 の建設工事を担当する鹿島建設株式会社から、今年度における

建設及び設備工事に従事する作業員数の見込みについて、別紙でお示しをしていますが、

情報提供がありました。パイロットラインの立ち上げまでの工事については、先月末時点

で完了しているということですが、一部設備や工場に付帯する建物の建設工事は継続して

行われる予定であり、今年度中は3,000名前後の作業員の方が引き続き現場で従事される

予定と伺っております。作業員の方の通勤につきましては、これまでどおりシャトルバス

による送迎を行い、周辺道路の渋滞防止を図っていただくこととしておりますが、今後も

多くの方が市内の様々な施設を利用されることとなります。事業の円滑な推進に向けて、

引き続き市民の皆様のご理解とご協力をお願いする次第であります。

3点目は、庁内体制の見直しの関係です。本市では立地を契機といたしました半導体産

業の集積を促進するとともに、様々な立地企業による経済活動を活性化し、本市のさらな

る発展につなげるため、柏台地区に新たな工業団地を整備することとして、既に議会等も

含めてご説明をさせていただいているところです。ラピダス社のプロジェクトを支えるサ

プライチェーンの構築にあたりましては、これまで以上にスピード感を持って事業を推進

していく必要があり、業務効率の向上や意思決定の迅速化など、より効果的かつ柔軟に対

応できる体制が必要であると考えており、令和7年度の組織改正において、新工業団地の

整備や企業誘致に関する業務を一元的に検討実行ができる組織を企画部内に新設をすると

ともに、従来から行っておりました立地企業への連携・サポートについては、引き続き産

業支援室で行うという新たな体制をスタートしたところであります。今後につきまして

も、機動的な組織体制というのは重要であると考えており、必要な見直しを都度行ってい

きます。

（2）千歳市職員カスタマーハラスメント対策基本方針について
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次に、２点目です。千歳市職員カスタマーハラスメント対策基本方針について説明させ

ていただきます。本市では、市民等の市政運営に対する要望や意見について、重要性を十

分に理解し、誠実かつ真摯にその内容を受け止め、より一層質の高い行政サービスの提供

と市民の福祉の増進を心がけているところでありますが、一方では、要望やご意見の中に

は、職員の尊厳を傷つけるものもあり、こうした行為は職場環境の悪化や職員に過度な精

神的ストレスを感じさせ、日常業務に支障が出るケースも見られるなど、行政サービスの

低下を招くという重大な問題があると考えております。令和 6年 10月に実施しましたカ

スタマーハラスメントに関する職員アンケート調査においては、回答のあった職員の半数

以上が過去 2年間にカスタマーハラスメントを受けた経験があると回答しており、その対

応に時間を費やしている実態が判明したところであります。こうしたことを踏まえまし

て、本市では、職員の人権を尊重し、健全な職場環境と職員の健康を維持するとともに、

行政サービスの維持向上を目的として、千歳市職員カスタマーハラスメント対策基本方針

を策定したところであります。この基本方針では、本市におけるカスタマーハラスメント

の定義を明確にし、当該行為を受けた場合の対応につきまして、組織全体で一丸となって

毅然とした態度で臨むことを宣言しているところであります。具体的な対策であります

が、カスタマーハラスメントの判断基準や職員がとるべき具体的な対応を紹介し、統一的

なルールの下でカスタマーハラスメントに対応することを目的として、千歳市カスタマー

ハラスメント対応マニュアルを作成しました。また、窓口等への啓発用ポスターの掲示や

職員の名字だけを表記する名札の改善、カスタマーハラスメントに対する職員の対応力向

上のための研修などのほか、職員アンケート調査において要望が高かった録音機能付き電

話を試行的に導入することにしています。本市といたしましては、カスタマーハラスメン

トに毅然と対応することで、行政サービス全体の質を低下させずに市民の皆様に提供して

いくとともに、職員が安心して働ける職場環境を整えることが重要と考えておりますの

で、よろしくお願いします。

（3）ちとせ市民応援商品券２０２５発行事業について

続きまして、3点目です。千歳市民応援商品券2025発行事業であります。本事業は、

物価高騰の影響を受けている市民生活の支援とあわせて、地域経済の活性化を目的に市と

商工会議所が協力して実施をするものであります。事業概要でありますが、対象者は 4月

1日時点で住民基本台帳に登録されている市民で、対象者数は約 9万 6,500 人となってお

ります。商品券は一人当たり5,000 円となっており、500円券 10枚つづりのものを発行

します。また、商品券は配送状況の追跡が可能なゆうパックを使って各家庭に直接お届け
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することとしており、５月 1日から7月の中旬にかけて順次配送する予定となっていま

す。商品券の利用期間は7月 14 日から 11月 30日までとなっており、参加店舗として登

録された市内の小売飲食サービス業など約800店舗でご利用いただくことができます。な

お、本事業の予算額 5億 5,609 万 1,000 円となっており、国から交付される重点支援地

方交付金を財源として活用することとしております。昨今の長引く物価高騰は、市民生活

や市内事業者の活動に大きな影響を与えており、市といたしましても、国が目指す物価上

昇を上回る持続的な賃上げが1日も早く実現されることを期待しているところであります

が、まずは当面の対応といたしまして、今回の商品券事業を通じまして、市民の今の生活

をしっかりと支えていきたいと考えています。

（4）千歳市議会議員選挙の期日前投票における連絡バスの運行について（実証実験）

最後に 4点目になりますが、千歳市市議会議員選挙の期日前投票における連絡バスの運

行について説明をいたします。この内容につきましては、本来、選挙管理委員会が所掌す

る内容でありますが、定例記者会見の場を通じまして、私から選管の取り組みをご紹介さ

せていただきたいと思います。

千歳市では、5月 25 日に千歳市議会議員選挙が行われます。千歳市選挙管理委員会で

は、執行本部を 4月 11日に立ち上げたところであり、現在投開票の準備を進めていま

す。この選挙の告示日は5月 18 日で、翌19日から 24日までの6日間は期日前投票を実

施することとしています。今回の選挙では、実証実験といたしまして、投票日に所用など

で投票に行けない選挙人の利便性向上を図るため、投票日の前日である24日に市内の各

投票場所から市役所の期日前投票所までの区間、無料連絡バスを運行いたします。現在、

市のホームページや広報ちとせ等で周知をしておりますが、対象の方については、市役所

で期日前投票したいが交通手段のない方など諸事情のある方としております。また、予約

の申し込みは5月 7日から 15日まで電話での受付となります。連絡バスのコースは市内

にある投票所29カ所ありますが、これをAから Fの 6コースに分けて運行してまいりま

すので、希望される方は選挙管理委員会にお問い合わせいただければと思います。

市議会議員選挙は、本市のこれからを考える大事な機会となりますので、ぜひ多くの皆

様が投票に足を運ばれ、地域の声を届けていただきたいと期待をしています。なお、この

実証実験は、7月に予定される参議院議員選挙においても行うこととしています。私から

は以上であります。

3．質問及び意見交換
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（記者）

カスハラ対策についてマニュアルができているそうですが、このマニュアルの中に、例

えば今までの職員の方が受けた経験をもとに千歳市ならではの対策や対処方法など、独自

のものはありますか。

（市長）

職員からのアンケートの中で、色々な声を確認しています。個々に色々な話があります

ので、全部ご紹介するまでには至りませんけれども、回答職員283名の中で、その半分以

上がそういう経験を受けたということがあります。

今回、マニュアルの中で基本的な部分は、例えば全国の自治体でも行われているような

共通的なものもありますけれども、特に声があったのは、名札・ネームプレートが裏返る

と個人の職員証にもなっていますので、名前だけの表示にすることや、一番多かったの

は、録音機能付き電話という要望はありました。今回のアンケートの調査結果を受けて取

り組みをしたところであります。

（記者）

録音機能付きの電話というのは各課に１台でしょうか。

（市長）

各課に 1台全部ではないです。まずは試行的にやるということで、特に電話対応が多い

部署に配置します。

（総務部長）

建設部に先行して7台が入っており、それ以外に20台、全部で27台でございます。

設置する場所については、先ほど市長からお話があったとおりで、窓口業務ですとか、過

去の実績も踏まえて設置していきたいと考えています。

（記者）

過去職員が受けたカスハラが原因で職員が出勤できなくなったとか、精神的なダメージ

が多すぎて長期の休みを余儀なくされたみたいなケースはあるんでしょうか。

（市長）



7

メンタルですので、そこは複合的な要因が重なりますので、これだけ捉えてということ

は申し上げられませんけれども、やはりアンケートで職員からの声の中には、実際に同じ

方から 1時間以上の電話が複数回あったりとか、また毎日電話があったり、また窓口でな

かなか対応が難しいような要求をされたとか、相当精神的にも影響を受けるようなことも

あったと聞いています。

（記者）

アメリカの関税について、道内全体だと自動車部品、海産物への影響が懸念されている

かと思いますけれども、千歳市内での影響をどう見るかということと、半導体が相互関税

の対象から外れていますけれども、今後新たな追加関税を検討していると報道もあり、ま

だ分からないことが多い状況ではあります。半導体産業を通じた産業集積とまちづくりへ

の影響、また、今の時点で情報収集などの取り組みをされていたら伺いたいです。

（市長）

まず全般的に関税については、大変注目して報道を常にチェックしております。昨日の

夜から今日にかけてアメリカで担当大臣が交渉協議をしているという報道も確認をしてお

りますが、やはり日々いろいろ情報が入ってからも、動きが激しい部分もあるので、そこ

は全体注視しながら今に至っているというのが実態です。

まず全般的には、今お話がありましたように、農業や商工業、これは本市においても農

業も盛んですし、工業もたくさんの企業が国外との取引をされている企業もありますの

で、いろんなことを皆さん注視しているところであると思っています。今のところ、事業

者の方々から具体的な相談というのはいただいてはおりませんけれども、農業関係で今、

北海道の農政事務所に相談窓口が設置されています。また、商業や工業につきましても、

道の経産局、また道庁におきまして関税関連の相談窓口が設置されているということであ

りますので、今後市内の事業者の方から相談があった場合には、関係する部署で丁寧に対

応したいと思いますし、必要に応じてそういう窓口にご案内するなり、つないでいくとい

うことはしていきたいと思っています。

また、半導体の関係、これもすごく気にはなりますが、まず試作品の生産が今始まる段

階ということでありますので、今回の関税措置がすぐどうなるかというのは不明でありま

す。ただ、将来的にアメリカの企業が顧客となることが想定をされますので、今後は関税

引き下げなどを含めた交渉を今、日本政府がアメリカ政府に対して行っているので、市と

しては動向を注視していきたいと思っています。
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最後の、今後どういう対応かということだと思いますが、既に市内の工業クラブや商工

会議所といろいろな情報交換や意見交換を行うように担当の方に私から指示をしています

ので、今後そこは情報収集も含めてやっていきたいと思っています。

（記者）

そういった情報収集は、商工会議所の方々と意見交換を進めているということでしょう

か。

（産業振興部長）

工業クラブの会合が近々あるので、その中で情報収集してまいりたいと考えておりま

す。

（記者）

今の関税の話に関係して、半導体への影響などあった場合、その企業への補助を行う予

定でしょうか。

（市長）

まずは今物事が動いている部分もありますし、今申しましたように、商工会議所、工業

クラブとも意見交換していくというのは第一と思っています。基本的には国レベルでいろ

いろな取り組みなり、相談窓口も含めて、今既に設置もされていますので、そこがどうい

うふうになるのかというのがまず注目するところだと思っています。

（記者）

２点お伺いできればと思います。先般の定例市議会で、予定通りではあるのですけれど

も、昨年7月に延期をされた給食費の保護者負担を予定どおり増額されたという経緯があ

ったかと思うんですが、一方で、国政のレベルで小学校の給食費を無償化するのはどうか

という議論が進んでいる状況もあります。 その中で、先行して他の自治体さん、周りの

自治体さんとかだと、期間を区切って無償化をしたりという取り組みが出ていますが、千

歳市として現状、現場の状況や市長のお考えがあれば聞かせていただければと思います。

（市長）

まず、負担軽減ということについて、今お話がありましたように、急激な物価高騰が近
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年あるということで、令和 4年度から食材費の一部公費負担を実施しているということ

で、負担軽減を図らせていただいているところで、令和７年度においてもこれを継続する

ということにしています。また、経済的な理由で給食費の負担が困難な家庭においては、

就学援助制度で、既に全額免除の措置を講じています。今お話のありました国の三党合意

だと思いますが、無償化の話がありましたが、まず令和 6年 12月に文科省で発表した部

分に、給食費の無償化に関する課題ということで何点か整備されていますけれども、その

中で様々な課題も指摘をされています。格差是正や、給食未実施区をどうするのかなど、

いろいろな課題も指摘されています。そういう部分でどのように今後財源確保はあるの

か、三党合意はあるので、今後何らかの対応というのはあると思いますが、そのスキーム

自体がまだ不明な部分が多くあるということで、状況をしっかりと見ていきたいと考えて

おります。今、千歳市が先んじて無償化という考えは持っておりませんので、今議会でも

議論いただいたとおり、また今回予算を議決いただいたとおり、昨年から1年延ばさせて

いただき、また、保護者の皆さんに丁寧な説明をさせていただきましたので、これを予定

通り実施していくということになります。

（記者）

先日、苫小牧市議会で代表質問について役所側が回答案や質問案を作成して、役所側が

Q＆Aを作っていたという事案が明らかになりました。横田市長も千歳市に勤められて長

いと思うのですが、ここまでの間で市議会議員の代表質問を代行で作っていたとか、ある

いはそういう事案を見聞きしたとか、入庁してからこれまでの間に千歳市としての運用と

してどういったものがあったのかどうかをお伺いしたいです。

（市長）

結論としてはありません。これまでにもないということで、報道機関からの問い合わ

せ、アンケートにもそのようにお答えをさせていただいております。ただ、例えば一般質

問だとかの事前の議員レクチャーというのがあったりしますので、その場合には意見交換

をしたり情報交換をしたり議会質問に向けての様々なやりとりはありますけれども、冒頭

おっしゃられたようなことについてはありません。

（記者）

文言をそのまま役所側から提案するということはないということですか。
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（市長）

はい、ありません。

（記者）

期日前投票所の連絡バスですが、対象になる方はどれくらいの規模を見込んでいます

か。

（選挙管理委員会事務局長）

今回、実証実験となっていますので、対象者の規模などは蓋を開けてみないとわからな

いです。今回試行してみたいということです。

（記者）

ダイヤを見ると午前３台、午後３台みたいなことかと思いますが、例えば規模がわから

ないとマイクロバスでいいのか大型の観光バスでいいのかなどわからないのではないでし

ょうか。

（選挙管理委員会事務局長）

これは事前に予約をいただきますので、その段階でどういった対応していくかという検

討をしてまいります。

（記者）

二元代表制の当事者の一方として、近く行われる千歳市議会選挙でどのような論争、論

戦、期待をされるかというのを伺いたいです。

（市長）

まだ皆さん方の全体像を全て把握しているわけではありませんし、それぞれ皆さんの公

約がどんなものなのかを把握しておりませんが、身近な市民生活に関わるいろいろな課題

や、皆さんがそれぞれ声を聞いていくことになると思いますので、まずは市民の皆さんが

抱えている課題などについて、様々な形で選挙戦を通じて議論が盛り上がっていけばいい

と思っています。
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（記者）

市長の立場とすると、選挙戦になってから特定の候補のところに応援に回ったりという

という予定はあるのでしょうか。

（市長）

まずは公務優先ということになりますので、期間中はなかなかそういう場面というのは

ないかもしれませんけれども、既に事務所の開設の際には顔を出したりということはして

いますので、日程が合えば機会はあるかなと思っています。

（記者）

カスタマーハラスメント対策について、実施されてみて十分な効果が見られるかという

のを検討する期間が実際に設けられているのか、また、それを踏まえて新たな計画の見直

しなり、実施計画というか、実際の対策を継続するのか、その辺の今後の計画について伺

いたいです。

（市長）

まず、先ほど言ったように、電話の部分については試行的にやったりするので、そこの

状況を確認する必要があると思っています。ですので、その状況を見ながら、どれぐらい

の期間というのはまだ今現在決めていませんけれども、さらに増設が必要なのか、どうい

う部署に必要なのかというのは、それは確認をしていきたいと思っています。また、その

他、今、当面やる対応として、マニュアルのほかに対策ということで、先ほどネームプレ

ートの関係だとか出していますが、それ以外にこれから徐々に浸透していく状況を見なが

ら、必要な部分が更にあるのかどうか、それは庁内の職員からの声を聞きながら進めてい

きたいと思っています。

（記者）

今日の午前中にもありましたが、空港開港100年の実行委員会がありまして、今日の議

題には出てこなかったんですが、第１回定例会での答弁を受けて、負担金の見直しとか、

来年度の事業の計画も、ある程度スリムにされていくというような方針をこの間の議会で

示されたかと思いますが、市長と改めてその見直しに至った思いや、改めて 100 年に向け

て市民の方、それから関係の団体の方に向けてメッセージがあればいただきたいです。
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（市長）

まず、3月の定例会の中でも、いろいろな機会でご意見をいただいて改めて考えたの

は、やはり 100 年のお祝いですので、それは先人のご苦労に感謝しながら、次の 100 年

に向けて、その大きな節目を市民の皆さんとお祝いを、そして、次につながるような、記

憶に残るような、そういうような年と、また事業展開も考えていきたいという思いは変わ

りませんが、一方で、全体の予算額をお示ししている部分が、当初段階ではある程度概略

の数字でもあったので、数字だけを捉えると多額になっているのかなということもありま

した。過度に華美にならないように、そこはしっかり精査させていただきたいというご答

弁をさせていただきました。具体的には、今日の実行委員会でもご出席をいただいている

かと思いますし、その中でも、私からもちょっと触れさせていただきましたけれども、大

きな変更ではないですけれども、一つ一つ検証すると、より実効性があるのかどうか、関

係機関と調整したが課題があり、その通りにはいかないというようなことも何点か見受け

られましたので、ブラッシュアップをして精査し、今回総会で説明をさせていただいたと

いうことであります。

いずれにしましても、来年、本番に向けて、もう既に昨年度からもいろいろな事業を実

行委員会の皆さんをはじめ市民の皆さんに協力をいただきながら始めておりますし、機運

醸成とともに、令和 7年度についてもいろいろな形で検討し、今回初めての取り組みであ

る音楽イベント SORAONも 6月 21 日に予定されておりますので、こうしたことを通じ

て 100 年に向けて進めていきたいと思っています。

4．閉会


